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受賞者名簿

（個人、団体の順に五十音順）

【防犯活動】

１ 神奈川防犯シーガル隊 （神奈川県警察）

２ 大雄母親クラブ「はんど・はんど」 （秋 田 県 警 察）

３ 特定非営利活動法人ＩＴサポートさが （佐 賀 県 警 察）

４ （福 岡 県 警 察）のぞみが丘小学校区・三国小学校区防犯パトロール「ついで隊」

５ 白鳳連合自治会 （愛 知 県 警 察）

６ 飯能署管内防犯協力会 （埼 玉 県 警 察）

７ 三里交番タウンポリス （高 知 県 警 察）

８ 三和地域安全・安心サポートネットワーク （京 都 府 警 察）

【再犯の防止等に関する活動】

１ 大野正博 （岐 阜 県）

２ 関口充 （警 視 庁）

３ （高松高等検察庁）香川大学さぬき再犯防止プロジェクトＰＲＯＳ（Prevent Re-Offense Sanuki）

４ 社会福祉法人白鳩会 （法務省矯正局）

５ （静岡地方検察庁）社会福祉法人聖隷福祉事業団浜松市生活自立相談支援センターつながり

６ 鳥取地区ＢＢＳ会 （鳥取保護観察所）

７ 認定特定非営利活動法人育て上げネット （多 摩 少 年 院）

８ 福井社会復帰支援ネットワーク協議会 （福井保護観察所）

※括弧内は推薦団体



功 績 概 要

推 薦 者 神奈川県警察

団 体 名 神奈川防犯シーガル隊

所 在 地 神奈川県横浜市

代 表 者 谷﨑 舞佳

平成22年、若い世代の防犯ボランティア活動の活性化

を目的として、神奈川県警察本部の働き掛けにより設立

された学生を中心とした防犯ボランティア団体。

ランニングをしながら、防犯パトロールや子供の見守

りを行う「パトラン」を開始し 「ながら見守り」の普及、

促進に努めている。

また、県内各地で行政や町内会等が行っている落書き

消しや清掃活動を始めとする環境浄化活動に積極的に参

加しているほか、県内で開催される大規模行事において
功 績 の 概 要

「 」 、子供安全ブースを設置し 子供防犯クイズ を行うなど

子供たちが楽しみながら防犯意識を高めるための活動を

行っている。

さらに、特殊詐欺被害防止対策の防犯キャンペーン等

に参加し、他団体と共に特殊詐欺の注意喚起広報や闇バ

イト撲滅対策を積極的に行うなど、その内容は多岐に渡

る。

「神奈川防犯シーガル隊」は、県内の他の若い世代の

防犯ボランティア団体の模範的な存在であり、元隊員の

中には、社会人となっても防犯活動に取り組んでいる者

もいるなど、持続可能な防犯ボランティア活動の推進に

大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 秋田県警察

団 体 名 大雄母親クラブ「はんど・はんど」

所 在 地 秋田県横手市

代 表 者 遠藤 千秋

平成15年、地域のつながりが希薄となり、各種犯罪や

事故の発生が懸念されたことから、その未然防止を図る

ために子供の見守りや子育て支援を目的に発足された 母「

親クラブ」が中心となって自主防犯活動を開始。

青色防犯パトロール団体等と連携した登下校時の見守

り活動に加え、年に数回、見守り強化期間を設けて集中

的に人を配置して見守り活動を行っている。

また、防犯講話、研修会、子供自転車安全教室、防犯
功 績 の 概 要

寸劇、防犯看板の設置、防犯チラシの配布、防犯本の読

み聞かせ等を積極的に実施するとともに、子供110番の家

、 、の点検・見直しを行い のぼり旗を配布・設置するなど

子供110番の活性化を図っている。

さらには、他地域において、これらの活動について事

例発表を行うなど、地域の垣根を越えた防犯活動のノウ

ハウの普及に取り組んでいる。

構成員のほとんどは子育て中の母親であるが 「無理、

なく、地域のため、自分のため」をモットーに、無理の

ない範囲での活動を継続し、多年にわたり会員数を減ら

すことなく防犯活動を行うとともに、地域の垣根を越え

た防犯活動のノウハウの普及にも取り組むなど、持続可

能な防犯ボランティア活動の推進に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 佐賀県警察

団 体 名 特定非営利活動法人ＩＴサポートさが

所 在 地 佐賀県佐賀市

代 表 者 陣内 誠

平成19年、佐賀県ふれあい人権フェスタの「インター

ネットの人権問題」分科会で「子供のネット環境を守る

ために業種・団体を超えた活動や気運づくりが必要」と

いう結論を得て、参集したメンバーを中心に結成。

子供をインターネット上の危険から守るための教育の

一環として、学校やＰＴＡでの講演やセミナーなどを開

催している。

また、インターネットでのトラブルのほか、フィルタ

、
功 績 の 概 要

リング導入などセーフティネットに関する相談について

電話やメールによる相談窓口を設置して、全国から多数

の相談を受理している。

近年では、ＧＩＧＡスクール構想下で、児童生徒が一

人一台の端末を活用することを前提とした新しい情報モ

ラル教育の一つの形として、スクラッチを使用した教材

を開発し、プログラミングと情報モラルの授業に活用さ

れている。

警察庁サイバー警察局のウェブサイトにも全国のサイ

、バー防犯ボランティアの活動事例として紹介されるなど

その先進的で実効性のある取組は、他の防犯ボランティ

ア団体の模範となっている。





功 績 概 要

推 薦 者 福岡県警察

のぞみが丘小学校区・三国小学校区防犯パトロール「ついで隊」団 体 名

所 在 地 福岡県小郡市

徹代 表 者 樋口

平成24年 「普段の生活行動に地域の安全・安心をプ、

ラスする」という趣旨で設立。

時間帯やルートを決めることなく、犬の散歩や買い物

等の日常生活のついでに、無理なく継続的な地域の犯罪

抑止活動に取り組んでいるほか、隊の代表者が中心とな

って青色回転灯等装備車により、定期的に校区内のパト

ロールを実施している。

また、親しみやすいよう犯罪の手口を落語や寸劇で紹

介する講習会の開催、団体独自の防犯広報誌「ついで隊
功 績 の 概 要

通信」の発行、ステッカーやのぼり旗の作成など、あら

ゆる機会を通じて、団体の活動を示すとともに、地域住

民の防犯意識の高揚につなげている。

さらに、防犯啓発を兼ねて楽しみながら地域の夏祭り

等に出店し、その収益金を活動資金とするなど、持続的

な運営を可能としていることも特徴である。

コロナ禍において、他の防犯ボランティア団体が各種

防犯活動を自粛する中、同団体は、構成員それぞれが日

常生活の中で無理なく楽しみながら「ながら防犯」の活

動を継続し、今や地域住民にもその活動が広く認識され

ており、地域の安心感の醸成に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 愛知県警察

団 体 名 白鳳連合自治会

所 在 地 愛知県尾張旭市

代 表 者 森 和雄

昭和55年、自治会代表者を中心に防犯ボランティア団

体として発足し、平成15年には県内の犯罪発生件数が戦

後最多を更新したことに危機感を募らせた「白鳳連合自

治会」は 「白鳳自主防犯パトロール隊」を発足。、

平日は毎日、徒歩で防犯パトロールを実施しているほ

か、３台の青色回転灯等装備車を使用しての防犯パトロ

ール等を実施している。

また、地域住民に対して、防犯カメラの有用性につい

て説明を行った上で、学区内に防犯カメラを10台設置す
功 績 の 概 要

るとともに、犯罪抑止効果を高めるために、その周辺に

「 」 。防犯カメラ設置推進地区 と記載した看板を設置した

さらに、年４回程度、学区内の戸建て住宅等の防犯診

断を行い、防犯上の脆弱な箇所を確認して管理者に防犯

対策を依頼する「暗がり診断」と「危険箇所点検」を行

い、地域住民の防犯意識の高揚と防犯環境の改善を図っ

ている。

「白鳳連合自治会」は、地区の防犯ボランティアリー

ダーとして、長きにわたり、発足当時と変わらない体制

を維持して活動を継続しているほか、他団体への指導・

育成等を積極的に行うなど、他の模範となっており、防

犯ボランティア活動の活性化に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 埼玉県警察

団 体 名 飯能署管内防犯協力会

所 在 地 埼玉県飯能市

代 表 者 中里 光伸

昭和32年、地域の安全・安心を確保するため、自主防

犯活動団体として結成。

平日の日中時間帯に、青色回転灯等装備車により、各

種犯罪の抑止のために管内のパトロールを実施するとと

もに、小学校の通学路において登校時間帯の見守り活動

を実施している。

また、年金支給日における特殊詐欺被害防止キャンペ

ーン、盗難被害の多い市営駐輪場における自転車盗難被

害防止キャンペーン、百貨店等における万引き防止キャ
功 績 の 概 要

ンペーン等の各種キャンペーンに参画するとともに、市

が開催するイベントにおける防犯ブースの設営や、特殊

詐欺被害防止のためのワークショップの開催等により防

犯に関する広報啓発活動を実施している。

さらに、昨年度中は、これら啓発活動のほか、広報啓

発用動画の作成や、新聞社の企画するYoutube動画への参

加等多様なニーズに対応するための新たな活動へも旺盛

な意欲を持って取り組んでおり、地域の防犯活動意識の

高揚や犯罪に強い社会の実現のために、安全安心なまち

づくりの推進に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 高知県警察

団 体 名 三里交番タウンポリス

所 在 地 高知県高知市

代 表 者 秋田 光洋

平成18年、地域の安全を願う地元の有志により「子供

の見守りや非行防止 「高齢者の犯罪被害防止」等を活動」

重点として発足。

月に２回、会員が登下校時の立哨や通学路の見回りを

、 、行いながら 児童等への積極的な声掛けを行うとともに

毎月第３金曜日には、地元の三里交番員等と共に徒歩及

び青色回転灯等装備車を使用した防犯パトロール活動を

実施している。

また、小学校やＰＴＡ等と連携を図り、児童と共に子
功 績 の 概 要

供110番の家の安全マップを作成し、情報共有を図ってい

るほか、年金支給日における金融機関での特殊詐欺被害

、防止啓発活動や防犯への声掛け運動を実施するとともに

独居高齢者に積極的に声掛けを行い詐欺電話撃退装置の

、 。設置を勧めるなど 高齢者の見守り活動も推進している

さらに、不審者対応訓練、自治体と連携した地域の環

、 、境浄化活動等にも積極的に取り組み 児童やその保護者

地域住民、防犯ボランティア団体、関係機関等と連携し

て地区における防犯活動を牽引するなど、長年にわたっ

て地道かつ多様な活動を行い、防犯ボランティア活動の

活性化に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 京都府警察

団 体 名 三和地域安全・安心サポートネットワーク

所 在 地 京都府福知山市

代 表 者 小原 正樹

平成23年、三和町の様々な団体が防犯活動に関する情

報等を共有し、相互連携を図りながら安全・安心なまち

づくりを目指す府民協働防犯ステーションとして設立。

青色回転灯等装備車による警戒活動、毎月第１水曜日

の小学校下校集会への参加、毎月２回の夜間防犯パトロ

ール、同団体防犯マスコット「学童警戒犬綾香」による

子供見守り活動を展開している。

また、地域の高齢者が被害に遭わないように、特殊詐

欺の防犯対策等に関する講習会を開催するとともに、年
功 績 の 概 要

金支給日には金融機関と連携した特殊詐欺被害防止キャ

ンペーンにも積極的に参画するなど、地域住民の自主防

犯意識の高揚を図っている。

さらに、小学生による地域安全マップや防犯看板の制

作、園児による「みわ太郎のサギ退治」防犯寸劇など、

子供達も防犯活動に積極的に参加している。

同団体は「大人達は子供を守り、子供達は高齢者を守

る」といった地域住民の相互連携と防犯活動の循環「防

犯サイクル活動」を推進するとともに、地元新聞を活か

した広報活動に力を入れるなど、その総合的で多角的な

防犯活動は他の団体の模範となっている。





功 績 概 要

推 薦 者 岐阜県

氏 名 大野 正博

職 業 大学教授

令和元年度から、岐阜県の再犯防止推進計画策定委

員長や岐阜県再犯防止推進協議会委員長を務めるなど、

県の再犯防止施策を大きく推進。

また、岐阜県ＢＢＳ会連盟のアドバイザーとして県

内のＢＢＳ会を指導するとともに、自身が教授を務め

る朝日大学の学域ＢＢＳ会をコーディネートし、児童

自立支援施設でのイベントの企画・運営や、民間企業

功 績 の 概 要 と連携したこども食堂の開設など、県内の少年の健全

育成に貢献。

さらに、平成24年から保護司として、平成25年から

篤志面接委員としても活動し、犯罪をした者等の立ち

直りに向けて尽力。

加えて、上記大学のゼミ生と共に自主防犯ボランテ

ィア団体「めぐる」を発足し、犯罪予防活動を展開す

るなど、多様な分野から、県内の再犯防止の推進に大

きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 警視庁

氏 名 関口 充

職 業 会社役員

平成元年４月、少年補導員の委嘱を受け、以来34年

の長きにわたり、「渋谷」という全国有数の繁華街にお

いて街頭補導活動を継続し、不良行為をした少年等を

指導するなど、少年の非行防止や健全育成活動に従事。

少年指導委員も併嘱しており、少年の健全な育成に

障害を及ぼす風俗営業所に立ち入り、店舗責任者等に

指導助言を実施。

功 績 の 概 要 警察署防犯協会、東京都安全・安心まちづくり協議

会、渋谷区環境美化推進委員等に所属し、警察等との

連携や自主防犯活動を展開。

非行を生まない安全安心なまちづくりのため、地域

における青少年の健全育成活動のリーダーとして、長

年にわたり少年の立直り支援などに尽力しており、再

非行防止に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（高松高等検察庁）

団 体 名 香川大学さぬき再犯防止プロジェクトＰＲＯＳ

（Prevent Re-Offense Sanuki)

所 在 地 香川県高松市

代 表 者 西田 侑莉

令和２年に、再犯防止のための活動や勉強会をする

ことを目的として発足した香川大学の学生団体。

学生が高齢又は障害のある元受刑者と交流し、これ

までの人生や日常生活について語ってもらう「茶話会」

を開催。学生が元受刑者から直接話を聞くという特徴

的な取組であり、元受刑者の居場所と出番の創出に寄

与。

功 績 の 概 要 また、「依存と再犯防止」をテーマに、薬物使用者の

抱える生きづらさに着目し、誰もが住みやすい社会を

考えるシンポジウムを開催したほか、刑務所や少年院

を題材とした映画の上映会や監督とのトークセッショ

ン、大学祭で刑務作業品の展示会を開催するなど、再

犯防止の周知啓発にも積極的に取り組む。

これらの活動は、地元マスメディアや新聞各紙にお

いても多数取り上げられており、一般社会における再

犯防止への理解促進に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（矯正局）

団 体 名 社会福祉法人白鳩会

所 在 地 鹿児島県肝属郡南大隅町

代 表 者 中村 隆一郎

昭和47年の設立以降、多くの障害者を受け入れてお

り、障害者が農業分野での活躍を通じ、自信や生きが

いを持って社会参画を実現していく取組である農福連

携事業のパイオニア。

矯正施設や保護観察所と連携し、家族と疎遠で帰住

先のない少年院出院者や、障害等が要因となり帰住先

が見つかりにくい刑務所出所者等を迎え入れ、住み込

功 績 の 概 要 みでの就農の機会を与えるなど、刑務所出所者等の支

援に尽力。令和５年４月１日時点で障害のある刑務所

出所者等を27名雇用するなど、農福連携事業者の中で

も刑務所出所者等の雇用の点で顕著な実績を有する。

農業分野での働き手を確保し、障害者の自信や生き

がいを生み出すだけではなく、刑務所出所者等の社会

での貴重な受け皿となっており、特に、障害のある刑

務所出所者等の円滑な社会復帰に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（静岡地方検察庁）

団 体 名 社会福祉法人聖隷福祉事業団

浜松市生活自立相談支援センターつながり

所 在 地 静岡県浜松市

代 表 者 青栁 雄大

平成27年以降、浜松市から生活困窮者自立支援事業

を受託し、自立相談支援事業、就労準備支援事業、学

習支援事業など生活困窮者に対する各種支援を実施。

知的障害のある被疑者や高齢の被疑者等で福祉サー

ビスを必要とする者については、釈放時に福祉サービ

ス等への橋渡しなどを行う「入口支援」の対象者とし

て、検察庁からの依頼を受け、生活困窮者自立支援事

功 績 の 概 要 業の一環として支援を実施。

さらに、検察庁から依頼があれば、同事業の対象と

ならない者であっても、生活相談に積極的に応じてい

るほか、支援機関まで付き添う同伴支援も行うなど、

検察庁における入口支援において欠くことのできない

相談・支援機関となっており、入口支援対象者の社会

復帰に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（鳥取保護観察所）

団 体 名 鳥取地区ＢＢＳ会

所 在 地 鳥取県鳥取市

代 表 者 山本 賢璋

昭和35年、兄や姉の立場から非行少年を支援するこ

とを目的に設立。「できることをひとつずつ」をモット

ーに様々な活動を展開。

少年院や児童自立支援施設の少年とのスポーツを通

じた活動、鳥取法務少年支援センターと連携した学習

支援活動、公民館で長期休み中の児童に対する学習サ

ポート等、非行少年の社会復帰支援にとどまらず、地

功 績 の 概 要 域のこどもの学習能力向上にも貢献。

コロナ禍においては、生活に困窮した学生のため、

保護司会や更生保護女性会と連携し、食材や日用品、

マスク等の生活必需品を募り、大学や日本語学校で配

布するなど、学生支援にも尽力。

また、外国出身の会員が多数入会していることを強

みとし、「ボランティアに国境なし」の考えのもと、児

童養護施設や小学校にて平和教育を行い、児童生徒が

命の大切さ、多様な価値観を尊重する大切さを学ぶ場

も提供している。

このように、非行少年への直接支援のみならず、再

犯・再非行の要因となりかねない生活困窮や修学の問

題の解消に向けた取組を積極的に展開。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（多摩少年院）

団 体 名 認定特定非営利活動法人育て上げネット

所 在 地 東京都立川市

代 表 者 工藤 啓

平成16年に、社会的自立が困難な青少年を対象に、

個性に応じた就労と社会的自立の機会を獲得すること

を目的に発足。

非行少年への支援にも尽力しており、多摩少年院な

どの少年院において、学習支援、ＩＴ講習、キャリア

講習などを実施。

さらに、少年院出院後も、少年からの生活相談に応

功 績 の 概 要 じ、就労支援や生活に困窮している少年に対して食料

や生活用品等の給付を行うなど、少年院在院中から出

院後まで一貫して支援を行う“息の長い支援”を実施

しており、非行少年の社会復帰に大きく貢献。

こうした実績から、第二次再犯防止推進計画案の検

討会において、非行少年に対する就労支援や修学支援

を行う団体の代表としてヒアリングを受けるなど、様

々な側面から再犯・再非行防止に寄与する活動に従事。





功 績 概 要

推 薦 者 法務省（福井保護観察所）

団 体 名 福井社会復帰支援ネットワーク協議会

所 在 地 福井県福井市

代 表 者 山下 幸雄

平成29年に、福井県内の関係機関・団体が連携して

ネットワークを構築することで、満期釈放者等（刑期

を終えて刑事施設を出所した人や保護観察を終えた人

等）の地域での社会復帰を一層円滑に進めることを目

的に設立。

保護司会、福井県、福井市、社会福祉協議会、ハロ

ーワーク等を構成団体とし、再犯防止に関する各種協

功 績 の 概 要 議や個別ケースのケア会議等を開催するほか、本協議

会事務局主導の下、満期釈放者等に対し、直接、就労

等の相談・支援を実施。このように、地域の支援機関

・団体を構成員とする協議会を設け、その事務局が支

援機関・団体間の調整を行うだけでなく、事務局自ら

も当事者の支援に関与するという独自のアプローチに

より、満期釈放者等の円滑な社会復帰に貢献。

第二次再犯防止推進計画では、犯罪をした者等の地

域による包摂を推進することを重点課題に掲げている

が、本協議会はそれを先行して実施しているほか、福

井県再犯防止推進計画においても本協議会が大きな役

割を担うなど、安全安心な地域社会づくりに寄与。




